
 

 

 

 

平 成 29 年 度 

 

八代市議会議会改革特別委員会記録 
 

 

 

 

 

 

審 査 ・ 調 査 案 件  

 

１．議会改革に関する諸問題の調査 ………………  １ 

１．その他 …………………………………………  １０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 2 9 年 5 月 1 5 日（月曜日）



 

－1－

議会改革特別委員会会議録 
 

平成２９年５月１５日 月曜日 

  午前１０時００分開議 

  午前１０時５４分閉議（実時間４０分） 

                              

○本日の会議に付した案件 

１．議会改革に関する諸問題の調査 

  ・議員定数について 

２．その他 

                              

○本日の会議に出席した者 

委 員 長  幸 村 香代子 君 

副委員長  大 倉 裕 一 君 

委  員  田 方 芳 信 君 

委  員  友 枝 和 明 君 

委  員  中 村 和 美 君 

委  員  成 松 由紀夫 君 

委  員  橋 本 幸 一 君 

委  員  橋 本 隆 一 君 

委  員  堀   徹 男 君 

委  員  堀 口   晃 君 

委  員  山 本 幸 廣 君 

 

※欠席委員         君 

                              

○委員外議員出席者中発言の許可を得た者 

               君 

                              

○記録担当書記     増 田 智 郁 君 

            土 田 英 雄 君 

 

（午前１０時００分 開会） 

○委員長（幸村香代子君） 皆さん、おはよう

ございます。（｢おはようございます」と呼ぶ

者あり） 

 定刻となり定足数に達しておりますので、た

だいまから議会改革特別委員会を開会いたしま

す。 

 本日は、特定事件であります議会改革に関す

る諸問題の調査を議題とし、前回に引き続き議

員定数について審議を進めていきたいと思いま

す。 

                              

◎議会改革に関する諸問題の調査（議員定数に

ついて） 

○委員長（幸村香代子君） 本件についてはで

すね、前回の委員会の中で、多数決ではありま

したが定数削減という方向性を御決定いただい

たところであります。本日は、その定数削減と

いうですね、方向性について、あと、具体的な

定数、何名削減かということについてですね、

各会派の御意見、お持ち帰りいただいておりま

したので、御意見をお伺いをしたいというふう

に思っております。 

 まず、未来会派の山本委員、お願いします。 

○委員（山本幸廣君） 前回の委員会どおりで

２６です。 

○委員長（幸村香代子君） ２６ですね。 

○委員（堀口 晃君） 私どもも、皆さんの御

意見を聞き、３０人というふうな部分と２６と

いう部分があるということを皆さん方に御報告

を申し上げ、その中においても、常任委員会を

含めてですね、いろいろ政友会で検討した結果、

やはり２８が適当であろうということで、４減

の２８でお願いしたいというふうに思います。 

○委員（堀 徹男君） 前回どおり、最大４と

いう数字で。 

○委員（橋本隆一君） うちは前回同様３０で

お願いします。 

○委員長（幸村香代子君） それでは、自民党

の会派さんはまとめてされますか、一会派ずつ

――。（委員成松由紀夫君「いや、まとめて」

と呼ぶ）まとめてですか。 

○委員（成松由紀夫君） 自民党としては、こ

ないだの内容も含めて議員団会議で報告しまし
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た中で、どうしても了承できない方々とそれぞ

れの意見を言った中で、数の議論にまではなか

なか難しいと。 

 数に、今度はその根拠づけ、根拠を持たせな

きゃいけないというところでですね、削減とい

う方向で動くのであればというところで、まだ

まだなかなか数の統一決定までには至りません

でした。 

○委員（大倉裕一君） １月２０日の日に報告

をさせていただいているとおりで、６減の定数

２６（委員長幸村香代子君「２６ですね」と呼

ぶ）という、はい、状況です。 

○委員長（幸村香代子君） 今ですね、それぞ

れのところから、各会派ですね、御報告をいた

だいたところです。 

 前回のですね、委員会以降なんですが、一人

会派の議員さんのところに対しましてですね、

定数削減の方向性が決まったということもあり

ましたものですから、議会改革の報告、その定

数削減に決まったということの報告を行いまし

た。そのときに御意見もいただいておりますの

で、ここで御報告をしたいというふうに思いま

す。 

 日本共産党の会派さんのところからは、定数

削減そのものについて反対であるという御意見

はですね、当初から出されているところです。

（委員成松由紀夫君「どこですか」と呼ぶ）日

本共産党。（委員成松由紀夫君「共産党」と呼

ぶ）はい。と、新風からは、まだ結論を見てい

ないということでありました。新生会の会派さ

んのところからは、３０というお答えをいただ

いております。今のですね、一人会派さんのと

ころの御意見ということで御紹介をしたいと思

います。 

 それではですね、これらの意見を踏まえまし

て、本件について何か御意見等がございました

らお願いをいたします。 

 数的には定数２６から３０という幅、そして、

自民党会派さんのところからは数の統一がまだ

できていないということの御報告であったかと

いうふうに思います。何か御意見、御質問等ご

ざいませんか。 

○委員（堀口 晃君） 今、自民党さん以外の

部分については数が出たところであります。こ

の議会改革特別委員会の中の議員定数の問題に

ついては、その中の一つであるというふうに考

えますけども、特別委員会については、それぞ

れ議会改革という大きな課題を持って、今、皆

さん取り組んでいるという状況がある。で、最

大の争点といいますか、この議員定数っていう

のはかなり重たいものがあろうというふうには

思っておるところです。 

 その中で、この２６、そしてまた２８、３０

という数字が、自民党さんは出てないんですけ

ども、それ以外のところには数が出たという状

況の中において、これをどういうふうな形で今

後、委員長としてですね、どんな形で進めよう

とされてるのか、もしくはどういうふうな形で

進めたほうがいいと思ってらっしゃるのか、そ

の辺をちょっとお聞かせいただければというふ

うに思います。 

○委員長（幸村香代子君） 前回もだったんで

すが、非常に数的にはですね、幅があるという

ふうなところについては承知をしていたんです

が、本当にこの数についてですね、もう少し幅、

各会派さん幅を持たせることができるのかどう

かっていったところがあるというふうに思うん

です。統一して進めていく場合においてですね。 

 非常にばらばらで、この数をどうにかして合

わせていくというふうにしたときに、歩み寄っ

ていただくその数の幅といったところがですね、

あるかどうかといったところが一番大きなとこ

ろかなというふうに思うものですから、そのあ

たりのお考えなどについて、御意見などについ

てもお聞かせいただくと、非常に委員会として

は進みやすいかなというふうには思っておりま
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すが。 

○委員（堀口 晃君） 政友会としてですね、

皆さんの御意見を聞きながら、今、２８という

数字を出させていただいたんですが、これにつ

いては、根拠という部分も一つ含めてお話をさ

せていただきたいと思います。 

 一つは常任委員会、今、八代市議会について

は４つの常任委員会があると。それを４で割っ

たならばというふうなところの、一つそれはあ

ります。数的には７人の４で２８という数字に

なるのかなというふうには思っておって、そこ

におるところなんですが、実際に均等にならな

くてもいいという状況があるならば、２６とい

う数字でもいいのかなというようなところの、

政友会としてはですね、幅については皆さんの

御意見を聞きながら、この２８じゃなければな

らないということではないというふうなことを

お伝えしたいと思います。 

○委員長（幸村香代子君） ありがとうござい

ます。ほかの会派のところからすると、何か御

意見、また数の背景といいますか、そういった

ところがあれば御説明いただきたいというふう

に思うんですが。 

○委員（山本幸廣君） 未来です。前回、委員

会で定数の問題についてはいろいろと議論をし

ながらですね、持ち帰り、持ち帰りの中で、参

考になる資料等も、特に人口関係からいった中

での類似都市等々の資料等を委員長、事務局あ

たりが大変時間を割いてですね、提出をしてい

ただきました。その中で見てみますと、私たち

未来としては２６が適当ではないかというふう

に結論として至ったわけであります。 

 そういう中で、２６から３０という幅があり

ますので、そこらあたりについては公明党さん、

そしてまたほかの、連合さんあたりも２６です

けど、歩み寄るという委員長からのが出ました

ので、その歩み寄りについては話し合いの余地

はあるということだけは未来としては考えてお

りますので。 

○委員長（幸村香代子君） はい。 

○委員（成松由紀夫君） 自民党で話し合いを

する議員団会議、ちょっと一生懸命みんなでま

たやったんですけれども、うちはまず定数削減

についてはゼロからのスタートで、削減も４か

ら６含めて幅を持って考えようということがそ

もそものスタートではあったんですね。 

 一番最初に、どうしても後で、アンケート後

出てきて、第三者委員会の設置というもろもろ

が出てきたのは、その数にとにかく根拠を持た

せたいということと、根拠がないとなかなかで

きない。自分たちのそれぞれのということにな

ると、合併したときの経緯やいきさつがってい

うことをそれぞれの議員さん方がやはり背景に

背負われているということもあった部分でお願

いをしていった経緯がございます。 

 どうしても根拠を附属機関で検討していただ

きたい、それに出てきた答申については従いま

すというのは以前から話しとったんですが、そ

ういう経緯の中で、どうしても、じゃあ、もう

削減なんだ、決定なんだということで、数に具

体的に入らないとっていう話になると、その数

に根拠づけを持たせるのが今、出てきてるのが

類団の話だけなんですよね。その類団の２６っ

ていうことだけでは、なかなか面積的にも広域

な面積を持ってる、しかも周辺部に対して勘案

をしていかなければならない、地方の意見を吸

い上げなければならないという、いろいろのそ

ういった配慮のかんかんがくがくな意見も出る

中で、どうしてもまだ数の根拠として幾つとい

うところには至らなかったところがもう精いっ

ぱいのところであります。 

○委員長（幸村香代子君） 多分、多分といい

ますか、自民党会派さんのところもですね、十

分に議論をいただいたんだろうなというふうな

のは思うんですが、少なくとも前回の委員会の

ところで、削減をするという方向性については
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やっぱり確認をしたということがありますので、

今回、数について各会派持ち寄ってくださいと

いうことをですね、お願いしていた経過もあり

まして、委員長としては、やはりそういったふ

うな流れの中で、もう数を検討するというのは

ですね、委員会の流れとしては当然かなという

ふうに思いますし、そのようにやっぱり進めさ

せていただきたいというふうに思います。 

○委員（成松由紀夫君） ですので、数の検討

には入っておるんですが、数の決定までは至ら

ないというところで理解してもらえれば。 

 今の委員会としてはこういう動きですよと、

反対もいたしましたと。そういう中で採決がな

されて、こういう状況ですよっていう話の中で、

数の検討にも入らなければならないんですよと

いうところで、今、話し合いを始めた中で、結

論がまだ見出せないちゅうことですよね、幾つ

と。検討には入っております。 

○委員長（幸村香代子君） わかりました。 

 あと、ほかの会派の皆さんのところから、引

き続き御意見をいただきたいというふうに思い

ます。 

○委員（大倉裕一君） 連合市民クラブなんで

すけども、うちの会派は、平均に近づけるとい

うことで６減という見解に至っております。 

 その根拠というのが、一つ今、成松委員のほ

うからもお話があったんですけど、類団という

資料を執行部のほうからもいただきました。こ

れについては、人口と面積が八代市と同じよう

な地域を抽出して比較をしたということで、全

国平均が２６.５だったと思いますけども、そ

の数字にあわせるっていいますか、その数値を

とって６減というような状況になったところで

す。 

 八代市の状況を見てみましても、面積はもう

変わりませんけれども、市民の人口の数ってい

うものが約年間１０００人弱ぐらいの人口減少

というのがあっております。今後においても、

人口減少という部分については、一定の期間ま

では人口減少というのが避けては通れない状況

がありますので、そこをにらんだところでもで

すね、６減っていうのがふさわしいんではない

かというような状況になっております。 

 ただ、つけ加えさせていただくならば、議会

ですので、議会で特別委員会の議論の行く末に

よっては、その数値については、削減の幅です

ね、幅については再度調整をしてもいいという

ような意見はですね、あったような状況です。 

○委員長（幸村香代子君） ほかに御意見ござ

いませんでしょうか。あと、公明党の会派さん

のところから３０という数字が出されておりま

すけれども、そこらあたりを少しお話しいただ

ければと思います。 

○委員（橋本隆一君） 今、副委員長のほうか

らもあったように、全国的なアベレージから見

たら２６っていうような数字が一つの判断材料

にはなったんですけれども、この前、自民党さ

んからもやっぱ地域、とくに山間地域、僻地の

ですね、意見等が届かない恐れがあるというこ

とで、我々も絶対３０ではないんです。 

 というのは、さっき言われたように人口がど

んどん減少していくちゅう中で、ずっと３０ち

ゅうわけではなくて、今回のこの会期に関して

は３０でやってみたらどうかと、次の改選はで

すね。そして、そこを基本として、また市政の

状況、それから人口の状況を見ながらですね、

その必要性に応じて、そのまま現状でいいのか、

あるいはそのまま削減したがいいのかちゅうの

はまだまだ話し合う必要があるのではないかと。

ここで一気に２６とか２８ということよりも、

段階的な解消ということで考えていくならば、

現在は３０で今回はいいんじゃないかっていう

考えで３０にしました。 

 基本的には、だけん３０は絶対数ではなくて、

将来的には２８ぐらいの、なるのではないかと

予想は持ってます。 
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○委員長（幸村香代子君） あと、改革クラブ

の堀委員。何か御意見があれば。 

○委員（堀 徹男君） うちは唯一、最大４と

いうことで当初から幅を持たせているというと

ころです。最大４の幅のマックスの部分は、４

つの委員会構成を７とした場合にですね、２８

というのが今回一番妥当な点かなというところ

であります。 

 ただ、もううちはあくまで最大４という幅を

持たせてますので。ということです。 

○委員長（幸村香代子君） という御意見をい

ただきました。 

○委員（大倉裕一君） ちょっとつけ加えさせ

てください。 

 さきの委員会の中でも委員長に要望して、預

かり事項ということで理解をしてるんですけれ

ども、定数を削減することによって、地域の声

が議会、行政に届きにくくなるというような市

民の不安の声があるということは私たちも承知

はしておりますが、その点について、組織――

議会としてやはり何らかの対策をとっていくべ

きだろうと。組織とした地域との意見交換って

いうんですかね、そういったものも今後必要に

なってくるんではないかと。そういう取り組み

で、定数の削減した部分については補完をして

いくというような考え方というところで御理解

をいただければというふうに思っております。 

○委員（成松由紀夫君） こないだ、地方部に

対しての議会としての補完という話が出て、そ

の件もちょっと会派でも報告したんですが、具

体的に言うと、手法的には何かイメージがあら

れますか。 

○委員（大倉裕一君） 議会のほうで話を進め

ていっていただきたいというふうには思うんで

すけれども、個人的また会派の案としては、議

会として各校区で意見交換会といったようなも

のを考えていくと。それは、場合によっては委

員会から何名か出ていって、２名とか３名とか

ですね、全体で８名ぐらいですか、ぐらいの団

体を組んでいくということも方法でしょうし、

３２名という全員で行くということよりも、む

しろそういったちょっと小グループをつくって

の取り組みをやっていったほうが機能的になる

のかな、効率的でもあるのかなというふうな思

いは持っております。 

 あくまでこれは我々の会派の案ですので、そ

ういった状況で御理解いただければと思います。 

○委員（成松由紀夫君） 議会報告会的なこと

なのかなというのは会派の中でも出たんですが、

その市政報告会、議会報告会については、自民

党としてはまた別案がありますので、なかなか

補完していくというところの周辺部、いろいろ

なところに補完する意味でっていうこととはま

たちょっと違ってくるのかなというのも今、意

見が出ておりまして、その補完の手法について

はまた皆さんで話し合うということですので、

それで補完できるから幾つっていうことにはな

り得ないところで、いろいろ意見が出ていると

ころであります。 

○委員長（幸村香代子君） その方法としては

ですね、一旦この間、提案されているので、私

のほうからちょっとまとめてまた提案をさせて

いただくというふうに前回の委員会の中でして

おりますので、またそのときに御検討いただけ

ればというふうに思います。（委員成松由紀夫

君「はい」と呼ぶ） 

 今ですね、各会派意見を出していただいて、

中身的にはある程度幅を持って調整をですね、

つけていっていいというふうな御意見があった

かと思います。今、各背景とか何かについて、

またさらに皆さんのところで御意見があれば。 

 特にございませんか。 

 １回、小会していただいていいですか。 

（午前１０時２２分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１０時３６分 本会） 
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○委員長（幸村香代子君） 本会に戻します。 

 議員定数についてなんですけれども、各会派

さんそれぞれ数は出された中で、やはりそれで

も歩み寄って数を統一していこうというふうな

ですね、御意見を持っていただいているという

ふうに思います。 

 その中で、数としては、歩み寄る数としては

２８、また、しかし３０というふうな御意見も

出されているところですが、この後、どのよう

に進めていきましょうか。御意見があれば、お

願いをいたします。 

○委員（橋本隆一君） 公明党会派、先ほども

ちょっと申し述べましたように、３０という数

に固執してるわけではございません。ただ、次

の改選において３０が妥当かどうかちゅうこと

は思ってはいるんですが、今後ですね、市政の

状況によって２８とか２６とかいう状況が出て

くる可能性もある。 

 しかし、今回は３０ということで自分たちは

お願いをしたいということの考えだったもんで

すから、今の全体のこの話の中で、２８という

数字が出てまいりました。そこで、ここで今、

２８でもいいですよということを私個人の判断

ではちょっと出しかねますので、一応、会派持

ち帰りをさせていただいて、全体の流れの中で

２８はどうかという数字が出ましたちゅうこと

をちょっと話をさせていただきたいと思います

ので、今回は持ち帰り検討させていただきたい

と思っております。 

○委員長（幸村香代子君） ほかに。今、橋本

委員のほうから持ち帰りの検討をというふうな

御意見がございましたけれども、ほかに御意見

ございませんか。 

○委員（山本幸廣君） 今、公明党さんからも

持ち帰るという御発言がありました。それにつ

いても、内容的にもしっかり理解をいたしま

す、未来の代表としてはですね。 

 そういう状況の中で、自民党さんからも小会

の中で、持ち帰りをさせていただいて、次回に

ついてはその数についての提案をするように努

力をしたいということですね、成松委員、そう

ですよね。（委員成松由紀夫君「そうです」と

呼ぶ） 

 そういうことでならばですね、私も御理解を

してですね、そら持ち帰るというので御検討し

ても、最終的には次の回でですよ、確認事項の

中でしっかり確認をし、そしてその次の回につ

いては最終的なですね、結論を出すというよう

な形の方向で委員長が進めていただければ、私

は今、公明党の発言、自民党の発言の中で御賛

同したいと思います。未来としてはですね。 

○委員長（幸村香代子君） ほかに御意見ござ

いませんか。 

 今の山本委員の御発言からすると、次回決定

をすると、委員会として決定をするということ

を前提として持ち帰っていただくということの

趣旨だったかなというふうに思いますが、それ

でよろしいでしょうか。（委員山本幸廣君「は

い」と呼ぶ） 

○委員（成松由紀夫君） その決定というの

は、持ち帰った中で、先ほど山本委員からあっ

たように、うちも定数については今度数が出せ

るように最大限努めるということでやっていき

ますので、先ほど小会中でも話したようにです

ね、ここまで来るにはなかなかうちの議論の中

でも、どうしても効率性の重視と地域民主主義

の実現というところで考えていくと、市民の方

々の意見が最優先で、その中でも、議長が呼ば

れた有識者の方々からも、議会改革イコール定

数削減というのは安易であるというような考え

方の話もありまして、それを会派の皆さんそれ

ぞれ考えていく中で、やはり合併協議会の経緯

であったりとか、そういう背景を踏まえた中で

何とか今のところに来とるところが現状であり

まして、実際問題、今度持ち帰って今回の委員

会の中身をお話しした上で、やはり一番ポイン
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トになってくるのはやはり周辺部の気持ちとい

うか、そういったもろもろを勘案していくとい

うところになってくると思います。 

 先ほど大倉副委員長が言われた、そこを補完

していく手法、やり方もあるんではないか、そ

れも議論していきましょうよということなんで

すが、そういったこともろもろも含めてですね、

周辺部に配慮した寄り添ったやり方で進めてい

くというのが主体ですので、最大限それは努め

ていきますが、イコール決定だというようなこ

とではなくて、一回、数をまず出させていただ

きたいなと。それで進めていただかないと、い

や、もう次決定だよと、それでよろしいかって

言われてもなかなか難しいところがありますの

で、何とかそこは最大限出せるような努力して

まいりたいと思います。 

○委員長（幸村香代子君） 御意見ございませ

んか。 

○委員（堀口 晃君） 今、持ち帰りというふ

うな部分があって、前回もこの数字は皆さん方

にはお伝えしたはずなんですね。２６、そして

２８、で、その前の段階にも、もう数はその前

の段階で出てるわけなんですよ。今、持ち帰り

ってありますけども、持ち帰りじゃなくてです

ね、もうここでですね、僕はもう決める必要が

あるんじゃないかというふうに私は思ってます。 

 というのも、今までさんざんいろんな形で提

案をさしていただいて、そして委員会の持ち帰

り事項ということで何回もありました。それは、

それぞれのアンケートの部分を見た中において

の書面で出してくれという部分もございまして、

その折にもですね、削減の方向というふうな部

分、前回そういうようなことで決めましたけど

も、その折にも、数はどうなのというふうに委

員長から尋ねられたときにですね、それぞれの

会派が１月２０日の日にですね、出していると

いうふうなところがあるんで、その辺を踏まえ

て、やはりこれで行きたいというふうなことを

皆さんにお伝えしたんだと思うんですよ。それ

を皆さん持ち帰られて議論していかれたという

ふうに思います。 

 となると、それぞれのところが３０であり、

そして２６で、うちは２８ですけども、それぞ

れ持ち帰った中において、当然譲り合うという

ふうなところはそれぞれの会派ではですね、考

えてお見えになったんだろうと思います。 

 ですから、今、公明党さんのほうがおっしゃ

られた部分の中においてはですね、今回は３０

で自分のとこは持ってきとる、最終的には、何

年か後には２８だったりとか２６だったりとか

削減する方向では行く必要があるけども、今回

は３０っていうなことでおっしゃられたけども、

今こうして見さしていただくと、２６に３０、

私はですね、もう持ち帰らずにここでお決めい

ただきたいなというようなところが私の意見で

ございます。 

 以上です。 

○委員（山本幸廣君） 私は持ち帰るって言う

たのはですね、委員長に今の公明党さんの意見、

自民党さんの意見を聞きながらですね、私はき

ょう結論出してほしいんですよ。そういう気持

ちで来ました、きょうは。採決してほしいぐら

いに。そら、今、堀口委員が言われた、過去を

ずっと振り返ってみればわかるわけですよね。

そして、やっぱ過去を振り返りながら現実を思

うというのは、これはもう中国の言葉でも大事

な言葉なんですよ。我々人間としても、政治家

としても。だからこそ、こういう強調したです

ね、発言をしてるんですよ。 

 私は公明党さん、自民党さんに配慮した中で、

持ち帰るということの発言の中で、次回につい

てはお互いに議論しながら結論出しましょうと。

結論が、自民党がだめですて言うたなら、私は

きょう結論をこの場所で出したいと、そういう

気持ちです。 

○委員長（幸村香代子君） 多分ですね、堀口
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委員の発言、または山本委員の発言からすると、

非常にこれまでの経過については今、お話があ

ったとおりです。そういった中においてはです

ね、本日決定してもいいんじゃないかと、採決

とってもいいんじゃないかというふうにある中

で、やはりさまざま配慮をしながら、持ち帰っ

ていただいてもいいですと。ただし、次回は議

論をして決定をしましょうということの御意見

かなというふうに思います。 

 それは最大限配慮をいただいたんだろうとい

うふうに思いますので、私としても、この間に

議論の経過からいって、自民党会派さんのとこ

ろも次回、数を出していただいて、それで十分

に議論を重ねてですね、決定をするということ

で進めさせていただきたいと思います。（｢議

論を重ねる必要が（聴取不能）」と呼ぶ者あ

り）だけん、次回、議論を重ねて決定するとい

うことで進めたいと思います。次回決定します。 

○委員（橋本幸一君） やっぱりそれぞれの各

会派定数については温度差があるというのは、

これはもう当然と思うとですね。いろんな意見

の中で。（委員長幸村香代子君「当然です」と

呼ぶ）今、自民党会派がなぜ、やっぱり市民の

皆さんの批判もあるという話でございますが、

やっぱりそういうアンケートも踏まえて、代表

者会という一つの提案も踏まえた中で、やっぱ

り右に切るか、左に切るかという、そういう部

分の中で、非常に今、熟議してると。 

 そういう中で、もういよいよかじを切らない

といけないという部分に今、確かに来てると思

うんです。やっぱそういう部分については持ち

帰っていただいて、それはもうしっかり方向性

を定めなければ、今の状況ではいけないという

ことをちゃんとうちの自民党会派の皆さんにそ

の辺はまた十分承知いただいて、数っていうそ

の辺の議題まで踏み込むという、そういう方向

でさせていただきたいと。先ほど成松委員が言

ったとおりでございますので、その辺について

は委員長の配慮のほう、お願いしたいと思いま

す。 

○委員長（幸村香代子君） 十分に議論、そう

いうですね、自民党さんの状況については、こ

の間もずっとですね、御説明いただいてるので

十分に理解をしているつもりです、委員長とし

てもですね。ただし、片方ではですね、非常に

ほかの委員さんたちに御配慮をいただいてると

いうことも含めてありますので、先ほど繰り返

しになりますが、自民党のですね、内部で十分

に御検討いただいて、次、数を出していただい

て、また次回の委員会でですね、十分議論を重

ねて決定するということでよろしいでしょうか。 

○委員（堀口 晃君） もう一回議論を重ねる

っていう話なんですけども、今、先ほど、――

確認です、これは。委員長、先ほどおっしゃら

れた２８という数字をそれぞれ持ち帰って、そ

れがどうなのかというふうなところで、次回の

開催日にここで結論を出すというようなところ

で、そういう確認でよろしいですか。２８とい

う数字を皆さん持ち帰るということでいいです

か。（委員山本幸廣君「公明党さんが（聴取不

能）」と呼ぶ） 

○委員長（幸村香代子君） あと、公明党さん

のところもですね、（｢３０もあるよ」と呼ぶ

者あり）２８と３０という数もお持ちなので。 

○委員（堀口 晃君） ですから、きょうは公

明党さんが３０という数字をお持ちになられた

と。しかし２６っていう数字もあるんだという

ふうなことの委員長の説明の中に、その間をと

ってね、２８というふうな数字を言われるなら

ば、ここでは決定できないというような話なん

ですね。であるならば、ここで３０っていう数

字が出るならば、決定できるっていうことにつ

ながっていけるわけですよ。 

 きょう委員長がおっしゃられた部分について

はですね、僕は３０っていう数字がある、で、

２６っていう数字もある、うちも２８って出し
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てる、それを２６に譲ってもいいよというふう

な幅もきかせてるっていう状況なんですよね。

ですから、きょう決めなくて持ち帰って、だか

ら私はここで決めてほしいと、採決してほしい

というふうに言ってるんですよ。 

 ですから、そういった幅があるならね。持ち

帰りとなると、２８っていう数字がこの委員会

の中でとりあえず御提案されたと。これを持っ

て帰ってくれというふうなことで持ち帰るなら、

私も持ち帰りに譲らしていただきたいというふ

うに思います。 

○委員長（幸村香代子君） ２８っていう数字

がですね、決定ではないんですが、（委員堀口

晃君「そらわかります」と呼ぶ）委員長として

は、やっぱ２６から３０っていうふうな幅があ

る中で、２８という数字をですね、一旦、御提

案をさせていただいたというふうな中身です。

そのときに公明党さんのほうからは、いや、自

分たちんとこ３０っていうことでですね、考え

てきてるので、やっぱ一度持ち帰りたいと、２

８という数字について持ち帰りたいというふう

な御発言だったかというふうに思います。 

○委員（山本幸廣君） そのとおりです。先ほ

ど橋本委員の御発言の中でですね、市民からの

批判という言葉が出ましたよね。（｢これはこ

の前、ほら、出てるから」と呼ぶ者あり）だか

ら、だから。 

○委員長（幸村香代子君） ちょっと待ってく

ださいね。山本委員の御発言ですので。 

○委員（山本幸廣君） 出たですよね。だから、

市民からの批判っていうのは、私たちはやっぱ

定数削減に賛成の中での市民からの批判ってい

うのは、私の見るなりないんですよ。市民はほ

んとよく削減について、それだけの削減努力し

とるね議会はというふうな市民の方々もおられ

るということはしっかりはっきり言っときます

から。（｢それ前回言わんやった」と呼ぶ者あ

り）前回言ったら、何回もそっちが言うけんた

い。 

○委員（成松由紀夫君） いやいや、だから市

民も賛否両論あります。やはりいろんな意見が

あって、（委員山本幸廣君「そのとおりたい。

７割ぐらいが賛成」と呼ぶ）いやいや、それは

それぞれあってですね、都市部と周辺部でまた

違ったり、全体的に見て、やっぱ反対、意見を

吸い上げられないっていう不安の声もあるとい

うのは、もう今までの議論どおりなんですよ。 

 ただ、今ですね、堀口委員がきょう言われる

部分も、うちは２８出しとる中で、３０だ、２

６だ、じゃあ２８で、委員長、間をとってって

いう、ちょっとそこは間をとって２８云々とい

うのも、こういう話がありましたというところ

は私は報告はしますけれども、それをきょう、

２８でそれを持ち帰って、それを確認してきて、

その２８についてどうなんだっていうのはそれ

ぞれの会派のとり方なので、うちはうちとして、

もう今、段階的にやってるやつを理解してもら

って、まず数を出すと。その数を出した中で、

次回どういうふうになるのか、また数が出せる

ように最大限努力するということを約束しとる

わけですから。 

 次回そこの数の部分についても話をしとって

もらわんと、今の状況をですね、余りこう、言

い方も考えて言いますけども、受け取り方によ

っちゃ、えらい強引に、温度差の部分ですよ、

余り強引に進められとる部分でどうなんだみた

いな話にまたなるとまたいけないので（委員山

本幸廣君「強引じゃなかって、強引じゃなか。

ちょっと（聴取不能）」と呼ぶ）いやいや、だ

から、そのとり方がそれぞれやっぱあるもんで

すから、だから、実際問題は３０から２６って

いうところの今、幅で、もう具体的に委員長が

もうその数についても決定に、決定していきた

いんだということば言われてるので、うちとし

ても、もう数に根拠持たせて意思統一を全員で

図ろうっていうことを何とか努力していって、
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そこで数が次回出てきますので、それも踏まえ

て考えていただきたいという、それだけのこと

です。 

○委員（山本幸廣君） 今、成松委員、私もそ

ういう中で、あなた方の発言の中で私は理解を

して、持ち帰りをいいですよって言いよう。私

はきょうは持ち帰りを絶対しないよ。（委員成

松由紀夫君「いや、配慮していただいて」と呼

ぶ）私はそういうですね、気持ちで何時間かか

ってもいいって。５時だか６時だか、委員長は

言ってないですけども、きょう一日中やってい

いって。何で午前中終わらないかんかと。この

大事な定数削減の議論をする中で。そこまで覚

悟してきたんですよ、私は。うちの未来という

のは。 

 その中で、成松委員当たりの、公明党さんが

しっかり言われたし、成松委員の自民党言われ

たから、じゃあ持ち帰るって委員長が調整をし

ていただいて、じゃあ持ち帰るということ。私

ははっきり言ってから、冒頭言ったそのとおり

ですよ。今でもその気持ち変わりません。もし

も自民党がもしも、いや、こうですこうですよ

って言われたならですね、その反論は十分に持

っとるけんでからですね、こっちは。 

 だからこそ、成松委員が言われたその発言に

ついては理解をした中でですよ、自民党の代表

として発言されたけんでから、理解をして持ち

帰るという。委員長、うちは未来はそういう気

持ちで持ち帰るということでお願いしたわけで

すけんでから。そこらあたりは御理解していた

だきたい。御理解よか、しっかり御理解しても

らわな困るわけたい。変わってしまったらいか

んわけたい、変わらんごとしてもらわな。（委

員成松由紀夫君「理解しとうですって」と呼

ぶ） 

 そうしてまたですね、強引じゃないんですよ。

強引ならばですね、持ち帰りしないですよ。

（委員成松由紀夫君「いやいや、そういうふう

に映る可能性もあるよねって」呼ぶ）なかって。

持ち帰るとか何か引きよるような感じがすっと

だけんが、はよ言うてから。（委員成松由紀夫

君「いやいや、温度差の話です。そこはさっき

から委員長に（聴取不能）」と呼ぶ）だから、

それはもう理解をしたわけだけんでから。お互

い理解して、（｢温度差は必ずあるわけですよ、

そこは」と呼ぶ者あり）あるたい、そら。 

○委員長（幸村香代子君） よろしいでしょう

か。委員会をですね、そう映るんですよってい

うふうに言われているんですけど、強引にです

ね、進めてきたつもりはなくて、非常にそうい

った意味では配慮しながら丁寧に審議を進めて

きたというふうに思っております。 

 今回につきましては、先ほどから、その辺に

ついて御理解いただいてるっていうふうに思う

んですが、持ち帰っていただくということと数

を出していただくということ、また次回、議論

を重ねて結論を出すといったところで進めさせ

ていただきます。それでよろしいでしょうか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（幸村香代子君） それでは、そのよ

うに決しました。 

                              

◎その他 

○委員長（幸村香代子君） そのほか、皆さん

のところから御意見はございませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（幸村香代子君） それでは、次回の

開催なんですが、次回は５月２３日火曜日、１

０時開催ということになります。 

 それで予定どおりよろしいですね。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（幸村香代子君） では、よろしくお

願いいたします。 

 以上で本日の日程は全部終了をいたしました。 

 これをもって、議会改革特別委員会を散会い

たします。 



 

－11－

（午前１０時５４分 閉会） 

 

八代市議会委員会条例第３０条第１項の規定に

より署名する。 

    平成２９年５月１５日 

議会改革特別委員会 

委  員  長 
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